










































三章は 「たのむ ・っくる・着る一発注者 ・制
作者 ・着用者」。第二部は 「服飾研究の展開」
とあり,一章 は 「服飾を?く る」二章は 「服
飾を着 る」三章は 「服飾 と性」四章は 「服飾
と産業」五章 「服飾 と伝統」。
第一部一章 「服飾を生 きる」か ら見てゆく
と,最初に,昨 夏から街に溢れ出した,かつ













































資料に対 して,文 学を第二次資料 としてきた
これまでの研究に疑問を投 げかける。「日記























小切 れはい きいき とした ライフスタイル に裏
打 ち され,息 づ いていた。小切れ は,生 活を
組 み立 てる思考 と習慣 のパ ター ンに,が っち
り組 み込 まれていたのである。」 ここ に 「っ
くる ・着 る」 を通 して伝承 されて いた,か っ
てわが国 にあ り今 は無 くなって しまった教 育
の形 を垣 間見 る思 いがす る。
第二部二章一節 「着っ ける」で は,井 原 西
鶴 の作品 か ら 「目立 たないこと」「中程」「派
手 でない」「忍びやかな る」 「分 際相 応」 「季
節 に応 じた」 など,当 時の町人の服装 が,現
代 の仕事着,サ ラ リーマ ンのスーッと同様 の
様態 である ことが理解 され る。 °
これが現代,若 者 のフ ァッシ ョンにな ると,
二章三節 「見せ る」 に論 じられ るように変化
する。「従来の コーデ ィネー トの常識 を破 る
ことで他人 との差別化 を図 ろうと してい る。
その参考 とす るために トータル ファッシ ョン
を重視 するモー ド誌で はな く,街 に出て,他
人 の ファッションを観察す ることが行 われ る
のであ る。」「ス トリー ト系を含む ファッショ
ンが コ ミュニケーシ ョンとな りうるのは,現
在,物 質文化 を第一義 とす る考え方が社会 の
大勢 を占めている結果 といえ よう。そのなか
で とりわけス トリー トフ ァッシ ョンの着装 は,
自己満足 の域 をこえ,「服 飾 を見せ る』 こ と
に最大 の力点 をお くものとな ってい る。」 こ
のよ うに服飾 が,コ ミュニケーシ ョンにおけ
る表 現や共感 の手段 と して重要な役割 を担 い,
文化 のなかで新 しい意味 を持 ち始 めた現状 を
指摘 す る。
さて,本 書 につ いて語 り終え るまえに,第
二部 三章 「服飾 と性」 の問題 について触れな
ければな るまい。 ジェ ンダーという概 念の導
入 に より,新 しく見 えてきたものが多い。一
節 「文学 と図像 による ジェ ンダー論」 では,
ズボ ンは家長権 の象徴 であったことが明 らか









(中心=西 洋=男 性)対(周 縁=東洋e女 性)
という関係があり,前者が後者を 「再構成 し,





ごとに対照的である。」 このよ うな国家 と産
業の関わりにっいての研究は,四章につながっ
てゆく。
四章二節は,女性教育のなかの服飾を取り
あげ,それが如何に国家的使命と結びついて
いたかを明 らかにする。「伊藤博文 とベルツ
博士のあいだで鹿鳴館の洋装をめぐって,政
治的判断を優先 して承認するか,美 的評価の
面に注目して反対するか,の議論があったこ
とはよく知 られている。 このときの洋装はそ
の後鹿鳴館熱の冷めた段階では,宮 中を除い
て消えていった。 これらの経緯に見 られるよ
うに,明治期は教育の場で着 る衣服が,国家
の要請 と結びっいていた典型的な時期である。」
十人の研究者によって書かれた本書 は,一
貫 した意図が明確で,し かも個々の研究が刺
激的だ。服飾だけでなく,デザイ ンの全体が
文化の枠組のなかで,再 構築されることが求
められる今,貴 重な本の誕生を喜 びたい。同
時に,文化 として服飾を語る本書の続編を期
待 したい。
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